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論文内容の要旨

対称群 S(n) の既約表現の具体的な構成については、古くから A ヤングによっていわゆるヤングの自然基底をもっ

シュペヒト加群と呼ばれる実現が知られていた。一方、 1979年になって D. カジュダンと G. ルスティックは、コクセタ

一群に付随したヘッケ環の中にある基底を構成し、レフトセルと呼ばれる集合を用いてコクセター群の表現を構成し

た。対称群は隣接互換を生成元とする Coxeter 群となっており、彼らはこの場合についてさらに、このようにして得

られる表現が既約表現の全体を尽くすことも示した。これらの知られている 2 通りの複素数体上の既約表現の実現

は、どちらも自然数 n の分割でパラメトライズされているのであるが、同じ分割に対応する表現が同値な表現となっ

ているかどうかについては知られていなかった。

この論文では、これらの 2 つの表現が互いに同値な表現となっていることを、それぞ、れの標準的な基底への生成元

の作用についての関係式を利用して同型写像を具体的に構成することにより証明した。さらにこの同型写像で得られ

る基底の変換行列が、基底のある線形順序により三角行列になっていることを利用して、すでによく分かっているシ

ユペヒト加群への生成元の作用の仕方を記述したガルニエ関係式などを用いて、基底の順序について帰納的に同型写

像を構成する過程でレフトセルの上への作用を記述することが適当な条件を満たす分割については可能となり、これ

までは具体形を知ることが困難であったレフトセルから作られる W グラフをこの条件を満たす分割については比較

的容易に構成するアルゴリズムを得ることができた。このアルゴリズムは、 n が 8 以上の場合には適用できない分割

も存在するが、 n=7 のときはすべての分割に適用可能であり、この場合の具体的な計算結果である基底の変換行列と

Wーグラフのすべてのデータを論文に例として掲載している。

論文審査の結果の要旨

成瀬君は対称群の既約表現の古典的構成法であるシュペヒト加群と現代的構成法であるレフトセルの同値性を証明

し、適当な条件下ではレフトセルを具体的に計算できることを示した。これは表現論における重要な寄与である。よ

って、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。


